
◎  泰 ≧ゴ示 封犬 薦 ミての 識 ユF 現

表示により、現在どの状態になっているのかを判断する材料にして下さい。

(MON)=>CH表 示状態 (左端の数字はモードをあらわす)

= >  “ H O L Dキ 6 "  と  “H O L D + 8 " カ ギセ ットされている

“
HOLD+1い の2段設定中 (“H"の 表示に着日)

“
HOLンD+4"の 2段設定中

目覚まし時計の時間入力 受 付中 (誤動作と間違えないように注意 |)

目覚まし時計 動作中 (同時に
“
S― CH"の ランプが点滅)

ストップウォッチ

フィーバーダー立、

車>拡 声器機能動作中

=> “ HOLDttHOLD"の 2段設定中

=> “ CHメ モリー"受
付中

=> “ CHメ モリー"呼
び出し中

章> “ CHメ モリー4"受 け付け、または呼び出し′

=>自 局の免詩番号 表 示中

=>免 許番号 入 力中

=>相 手の免許番号 表 示中

=>相 手の免許番号 吸 い取り中

=>タ イマーカット

=>タ イマー熱 、

こ>全 群番号待ち受け (リセット状態でも表示)

=>待 ち受け以外の全群番号待ち受け (着 信拒否)(リ セット状態でも表示)

=>通 常待ち受け (リセット状態では表示しない)
=>こ の表示が出た時は 、相手からの呼び出しがかからなくなります。

もし/表示が出た時は 、
“
HOLDttCALlク

Ⅲ
て解除できます。

=>セ ミデュプレックス動作中 (リセット状態でも表示)

=>切 断信号を受信した (10秒 聞)

=>強 制リセット動作中 (j封言じ終わるまで表示)

=>リ ザーブ操作で
い
3Ⅲ を選択中 (す ぐに次の群番表示に切り変わる)

=>リ ザープ操作でメモリーされている群番号を表示中 (3秒 間表示)
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O  H O L D の 機 能
一

発 表  ‐

優愛王二十it三ナ〒t=!‐0 キヽスこホンスじ―ド随室 ● 「F■スピード高速

せ堂坐!ェ_=)十 11,十 任ヨ
ー ON→ 全モードタスキャン    OFF→ 単 一モードスキャン

をHO面 '十 ■ キ
こ )=① N→ メモリースキゃ   O「 F→ 順番CHス キャン

何 O : D I 十 何 I  T  i z l l = O N ‐ 埜きC H ス キャン   O F F → 使用C H ス キャン

担 LD!+任
五|キ t=! =ON→ 全モード待ち受け     OFF‐ 単

一モード待ち受け

:可 |十 1 =雰 ■
年雰

=Oヽ ・ スヘカ げ ―チ   O F F‐ 静 通のり`キ

と主:) L D )丁 □
1亡

主,単 Oヽ → リザーブ鶴 抑 N  O F F→ ナデーブOF F

〔百」百J'十
i″'キ 千丁l iC)ヽ

‐ 全群番号リザーブ
'    CFFや 一

歌した群番だ↓ヤリザーブ

何 O  L  I j ~ 十1 三 十
t 二

主 ①N → P T T リ コール 1 分   O F F ‐ P T T リ コールなし

1=0==E十仁室卜に=;i::ミil抹た!嵩
~ルいつも

 :::::寮鮎督
つていオば

1百石面 )十 「51 1 !丁 |た O、 .ク イマーリコーブレ   O F F→ 普通のリコール

! H至三D '十 仁= '十 任互, = O N・ 多群番リコール    O F F→ 静国のリコール

1蝉 ナ十 1単_,¬ 1上 _, 二 日覚 まし時計機能

:亜 十tコヨ十t互十二ス|ず′ブウォッチ

IHOLDl十 141+131 エ フィーバーダー2、

匝 i 互 | 十 回
十

径 王 十
二

拡 声 器

t亜 亜 Dキ ∈=|   = o N  Ⅲ  A T I S信 号
ヽ
カット  O F F‐ AT l S信 号出る

何 び直51+t石 〕    =oN→ 君羊番解読 0「 F‐ 欄 転売なし

1上とO L D I十 1、ヱクl      i  Oヽ → フ
°
ライオリチ ィあり    ● F F→ プライオリティなじ

廷=速 茎=|十 廷 '   =oN→ 離読一
発モニターあつ  OFF→ 掲専読一発モニターな し

OFF→ 妨害とない

①F「 ‐ ロック解除

I H O L D 卜 1 軍i    i  O N ‐ タィマーカット   O F F ‐ タイマー動作

HO亡 bi十 IHOLD号 十 1百 丁LD'   一 免許番号吸↓取 り

tHOLD,十 t_HOLE上 |十 (型 Oヽ |     と 自局の免許番号表示

亜 )キ 〔HOL D I十 任 亜 =,  二 相手ク)妬 播 号表示

!HOLD:ilMOヽ    =全 群番号待ち受け 一 若信拒否 (待ち受け設定中、群番号免許番号のみ)―
→ 待ち受け稗番号だけ

ifdOLD I十 年面 lr_~~言 NDI  =(1)ヽ ‐ セミデュプレックス  OFF‐ シンフ
・
レックス (ノーマル )

、HOL堅 |十 tEND_,      =HoLD機 能設定途中からの設定操作キャンセブ↓
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発 表

中亜D tt C亘つから|“ア)

〔理D 十硬豆璽∋ 十口の から1 任D

田D 十廻豆D 十 碩□ から延弱

=メ モリーの指定及び呼び出し

=チ ャンネルメモリーの書き運み

=チ ャンネルメモリーの呼び世「し

主 メモリー0からメモリー9の待ち受け設定、解除

- 20CHべ 固定 (モニター)

GD+(重 土L止)十 睡Dか ら睡∋
色D十 〔歪ALL】 十 伍D           =L― CODEの 待ち受け設竜 、解除

極D+∞ 十 ∞         =B― cODEの 待ち受け設定、解除

伍D十 ほ瓦輌ま丁'十 tCALゴ         =A― CODEの 待ち受け設定、解除

伍D十 座愛亜玉⊃ 十 匝       ) =H一 coDEの 待ち受け設定 、解除

GD十 〔豆玉正三D十          )  =P一 cODEの待ち受け設定、解除
伍D十 匝 亘正D十 ( M I C _ E N D )     と E―C O D Eの 待ち受け設定、解除

GD十 匝           +12回 のキー入力 =免 許番号の書き換え

伍D十                    二 強制リセット

伍D十                      二 送信、受信レベル切|り替え

◎ M O N  キ ー の C H 指 定 方 法

唖 リセットの場合は、前田使用のCH モ ニターの場合は、スキャン

臼D十 座弱からtすう十師度茄弱  = メ モリーCHの呼び出し

旺ヨ 十 ⊂∋ から にヌ)の数宇キー2桁 (3楠 )十 tttO醐   = キ
ー八カのCHへ 固定

[例]20チ ャンネルの場合

にD 十仁∋十短⊃十唖

▲ ⊂∋十1匝D十 (至)から延∋の数字キー2桁十て面O司   = キ ー入力のCHへ固定
[例]110チ ャンネルの場合

確〕十1 こ⊃ 十C ⊃十嘔O D 十迎豆配

◎ C A L L  キ ー の 機 能

リセット状態で
｀
は、自動呼び出し そ の他の状巻で

｀
は、CH表 示

1斜|1韻|,ヽ ■‖1斡 !わⅢⅢI■|■摯|シ拷持や↓1阜ヤー熱 夕|"1説 All基■|11憲|1盛|

墨り ど盟 鵬 監
韮軍醍ェ経馳

亀晶晶晶晶晶晶翌醍醍鮮鮮1!
盟       醍 醍盟1晶馳

盤 遼盟 品 晶
巫蟹≧亜整艶醒整孔襲亀Eとなっていますっ

= 110CHへ 固定 (モこ■ター)



GV パ イキンマン ィ

| ! ! キ

A

本書は、GVバ イキンマンを初めて使用される方のためにかカヤしています。

降 軍     郷 雑 悪 蟹 環
一`部のディスプレイの意味などは、ノーマル ｀

1鑑蟹温繋言ま、所
ですのでヤちらも

L～ ″争 ～ ゥ ゥ ァゥ ゥ ～ 々 ″ウ 帝 ″ウ ウ 中

本機にはノーマル機能はありません。ただし、他人に使用されないようにするため、死んだふり機青粉 あゞります。
死んだふり機能の状態で

｀
は、表示、キー受付音などは、まったく作動しません。PTT、 モニターがききませんので、

無幌機としては使用できなくなります。同時に、安心ロックがかかります。
安心ロックとはG IIIだいじょぶだぁ～と同様に、暗証番号を知つている対ミけがスペシャルを使用できるようにする
機能です1。  暗 証番号がわかりませんと、スペシャル状態にできませんの

｀
で
1忘
れないようにしてください。

1 . 最初 にスペ シャル モー ドにす るのは 。

電源を入れて群番号が表示されれば、禁線機として使用できる状態にすでになっています。
群番号が表示されず真つ暗の場合は、かまわず暗証番号を打ち込んでください。
この時、表示、動作音とも反応がありませんので、間違えず、ゆっくリキーを押してください。

最初に 匹 」 の キーを押す定要はありません。H音証番号の数字キーを直接押していって下さい。

5桁入力じ終わりますと 10-5Eヒ
ー

|の表示が出ますので、以降は無線機として、動作で
｀
きます。

途中で打ち間違えた場合、最初の桁から打ち直してください。
暗証番号を指定する場合は販売店にご相談下さい。

2 , 安心 ロ ック をセ ッ トす る時 は 。

スペシャル状態を他人に知られたくない場合 、セットしますと、無線機としての機能を停止じます。暗証番号がわか
らないと、無線機として動作しなくなります。

1  講 薦ア 評|→
胆貿空聖堂登翌坐坐と2__十 一―――一一――一―J

3 , 最 初 か ら、使 用で きるスペ シャル機 能 。

表示が真っ1音になり
、以降は動作しなく
なる押けキーはどれ
でも構いません。

1 ,

Z.

3.

モニターに移る際、CH表 示をします。 例 、 || ヨ ご ! ダウンモードの 32c h

モニターから、PT T`を 押すことにより、割り込み送信できます。
5分 、1分の通話制限はタイマーカ./卜の動作にカウうわらずありません。ただし、相手の局が通話制限状態に

なったとき、相手局だけリセットしてしまわないように、表示バネルの 1 1 - M I N ]二 〇C A  L

のランプに注意してください。
.4.リ セット、モニター、レディ、送信中のどの状態力ちらでも、メモリー、群番号の打ち十代えがで

1き
ます。

5,マ イクのキーで、CHの アップ、ダウン、モニターサーチ、モードの変更 、メモリーの切り換え、
連続リコール、などの多彩な機青防 実ゞ現できます。熟練すれば、本体にはほとんど細れなくてすむでしょう。

- 1 -



花京三弱 =回   晴 面瓦戸|=キ 晴コ  !W=→ 「ご¬

4.特 殊 文 字 入 力 機 能 。 (0か ら9の数字以外の特殊文字番号が入力できます. “(プ ↓己続く次のキーです 。)

臣 知 」= →□  臣 変 更 一 □  臣 ∽ 亜 = →□
例 GBの 真っ黒群番号 iCI 十  tCAL二 )キ

ーをう回 =キ
 と呈__畳里見亀母,|

1.リ セット状態の時、マイクのリモートキーにより、すべてのフメモリー、及び特殊群コードの呼び出しができます。
呼び出される順序は、メモリー0=→ 1=→ 2=→ ・・9=→ ―A一 codを →―D一 cod=…
―L一 cod=→ 一H― cod二 → ―P一 cOd=→ ―巳一co(よ =→ P―‐COL)E=→ H一 COD
E=→ L― CODE=→ A一 CODE=→ B― CODE=→ E― CODE=→ E一 CODE=→ 00
000(ゼ ロファイブ)の順です。 00000(ゼ ロファイブ)は 、メモリーされていなくても、リセット中
は呼び出しを行うことができます。

2.呼 び出し、着信の時、群番号とCHを 交互に表示します。

5Dチ ヤ ン ネ ル の 確 認 (モニター、レディ、送信中にCHの 確認ができます。 〔重ALLIキ ーを押すと表

示されます。)

6.メ モ リー群 番号 自動 呼 び 出 し機能 (リセット状態の時、CALLに 続いてキーを押すことにより、自動呼び
出しができます。)

1重玉王丁〕十「 l而 二〕からに 0+〕 までのキー =や そのメモリーされている群番号で呼び出します。

F面万)十優 _〕 =→ と二五五五亜 CQ(ZER05)

匝 十囲    =→ [:瓦::至E:i Aヨード (F6006)

極茎玉至玉〕十優王豆=正D   =→ [三二=三二重I Bヨード (F0009)

tCALL〕 十
唖     =→  [=廷 =三 互互i近 接車通信用  (F0005)

〔CALL〕 十         =中
 :三 五:主 主通 !高 速道路通信用  (F0003)

優至至亜三:D tt L型二F」 =→ [車=EE至1翻闘翻耕 (F0000)

に夏正三'十        二 →
 こ こ三=E互 至 鷺 急通1言用 (Itt F 0 0 0)

7.メ モ リー 、待 ち 受 け セ ッ ト機 能 (すべてのメモリー、特殊群番号、免許番号α冷ち受けセット、解除わ瑚と位
して行えます 。)

Mキ ーに締いて QAllッ キータ椰 |クます 律 あ専tキの十 ,ット 協王除の手―ドを「なります

例として 、左記のように表示されれば 、4カさら9までの
正 E十 に至至車王:⊃=・ Li百電=百ゴ メモリー群番号が待ち受けセットとなつています。

この状態から1か ら9ま での数字キーを押すと、待ち受け設定の数字ランフ
・
が点時、消燈を交互に繰り返します。

基本的にはノーマルの設定と一緒ですので、ノーマルの説明書もあわせて参照してください。
また、常時待ち受けが確認できるように、同時にパネル左端の

“
<"マ ークと

“
ズ■―十

"マ ータも点燈します。点
燈した状態で、そのメモリーに記憶されている群番号の待ち受けがセットされます。
メモリー0の待ち受けの場合は、 “一"マ ークのランプが点燈、消燈します`どのマークがどの待ち受けになってい
るか、動作させて確認しておくと良いでしょう。
免許番号での待ち受けは、 ノ イ`キン・マン で は群番号の待ち受けと同時に行えるようになりました。丸許番号て

｀

待ち受けたい場合、その矯 午番号を自分の丸許番号にセットし、待ち受け設定のとき
“
Cい キーを押します 。

□ 十 〔CA正 司 十 匝 三ヨ =→ 十 マークが点燈、消燈する。(免許番号 点灯Hta狩ち受け設定)

また、特殊群番号の待ち受けの場合は下記の要領で設定します。

□ 十 匝 AL′司 十 優 ALLI=牛 Aマ ークが点燈、消燈じます。 Aコ ード    〃

優==三 )十 ICALL)十 趣 亜 丁l=・ bマ ークカSす報 、消燈します。 bコード    〃

匠 ヨ 十 匝 ALL〕 十 th4 11動 =→ Lマ ークが点燈、消燈します。 L″ヨード    〃

- 2ヽ



〔M ) 十 優豆コ亜王: D
輛戸_J十匝
砲単_ _ 二〕十囲

卜     二 → 11マークが点燈、消燈します。 Hコ ード

十
とマイクSHIFT!  =→ Pマ ークが点燈、消燈します。 Pコ ード  ル

十 =や Eマ ークが,章燈、!肖燈します。 Eコ ード  ル

華繁に議欝骨歓t艶軽餡ぽ緩欄を審好蟹銭篭,三れ、なメモリ
8.群 番 号 す い と り 機 能 (群番号解読の時、表示された群番号を、自分のメモリーにヨピーすることができます。

コピーしたい群番号が表示されたら、以下の操作を行います。

向耳石〒〒亨1キ 1宵「ぅin]tHOLDサ 十日里o生堅≧」=→ [三五互三=i十区ヨからi91又は「可 (0の場合) EOP」 ol― ―   ― ―
―

」    … ! ―主 一― I  Ⅲ l  W  i t r v  r ノ| ノ 1 / ヽ
V 与

| ‐ |  ｀
Ψ V ノ切 H ブ

ー ー  | ヒ u r コ ∪ |

この例で
｀
は、メモリー0に 、コピーしていますが、以前に言己憶されていたメモリーは、!肖されます。,肖してもいいメモ

ヒ yノ″Jヽ Vよ 、ン` て ソ
~UV‐

、 ヨ こ ―'じ く

リーナンバーを選んで押してください。

また、 バ イキン・マン で は、一時的に使用したいが、メモリーには採っておかなくても良い場合、 tC〕 のキー

ぞ蟹夢I鼻舌あ詢埒量鉄晶晶歩とあ誓宮横品客宇奮
号は失われまづL

《ワ ン ポ イ ン ト 》
次のような場合使用します。

ある日、車で移動中、モニターサーチを掛けていたら、お翔1操みの 「Aさん。の変調が聞こえました。「いゃあ|ルー ト○×△はガッチャマンで大QRだ ァ～ !」 (注意 :マンガのガッチャマンて
｀
はない)

1筋 〈!黒じ含益 レ準≧転 税 治資 晶 慧 、撲 鋼 錯こ髯 生)い
つもの開 じゃ和 L

=>は い、こんな時には群番吸い取りで、 “CⅢを使いましょう。

、「〉TTを 握って
8チ ャンネノレ‐などと言わない事]

5日 |

=>〔 END」 =‐  二通の群番号、|(こ の時、Aさ んの群番は跡形もなく消えます。)

9,チ ャ ン ネ ル 指 定 機 能 (チャンネルの指定が、キー入力により行えます。)

例 50側にセットする。優
~1+僑

三 十十「0ニヨ 十価 びi丁'=→ rこ

例 1鉛側にセットする。こ __,十 1 lM)十 位2M」 十 ⊂3M_ザ +輌 o耐 =

CHが 2補の場合、キー入力も2桁で行えます。

10.チャンネルメモリー機能 (チャンネルの、交滅=め壁ど鶏堵ぞ正ま手子; パイキ
ン,マン は、

10個 のチャンS

Oメ モリーする。
まず、記憶させたいCHに 、セットします。

例100CIIにセットする。優D十優コ十四D十匝D十極O司=→ [=:i二重豆!|

田正ヨ十但豊J=→ E五=正三三Eil 十回 ユ‐[五=直=:工1 10ocHがC II

また、通話状態 (レディ)のとき、そのC Hを メモ
鬼轟たち

おき恐 場`合閣よ、上記操作例 ま刃こ、以下に示坊
法でも行えます。 (50CHで 通話していたと|

囮 =→ [=直五互EEl  + 何万而弓=ゃ

~   )  ~

と登二生二足1通話し′てい
た朝 磐 ヵ音購 こ



Oメ モリーしているCHに 移る。(メモリーを呼び出す。)
先程、C IIメモリTlに 入れた、100CHを 呼び出してみます。

頓E==〕十廻玉憂∋=キ ここ重電三==il  十 EttED=→  二嘔|:il亡EE1 100CHで モニター
状態となる。
また、CH設 定と似た方法でも行えますさCHメ モリー2を呼び出してみます。

ほ: : : 〕
十

臣 E 十 極亘: 王〕
主 →

[ : | : 型_ 1 5 0 C 占
でメニター隅 となる。

ここで注意する点は、CH指 定のときは、2、または3桁入力でしたが、1桁入力の場合は、CHメ モリー1研旨定
と解釈します。メモリーセット、呼び出しとも、0か ら9までの10CHの CHメ モリーが使用できます。
リセット、モニター、レディ、送信中のいずれの場合からでもCHの 移動が瞬時に行えます。また、設定したW)
モードも同時に記憶しています。CHメ モリー呼び出し時にも、そのモードに自動的に移ります。

11.自 局 免 許 番 号 機 青と (現在使用している自局の免許番号を表示させます。)

理型里上運り十〔主匹理型≧)=→  EEttP~ど=il 十廼座憂D=→

右記のように、3口 にわけて表示されます。

どうや ら、私の機械には 、ATIS ROMが 入 つていないよ うです 。

1 2 . 相手 局 免 許 番 号 表 示 機 能

受信した、ATIS信 号の中の免許番号を表示させます。

頓亜豆正正D+嘔 亜王亘重D=→  正直五Ft菫:!| 十tCAL重〕=■

この人は、ちゃんとATISの 中に矯 午番号が           ↓

あるようです 。でも少しおかしいかな??             ↓

「l一|るこ8

ll一ご置 i tl

「l―∋tt Rヨ

1 3 , 相手 局 免 許 番 号吸 い取 り機 能

受信した、ATIS信 号の中の免許番号を自局のものにしてしまいます。

〔HOLD'十 〔H01″DD=→  E五五巨至=1 +極 玉速夏弱=・

吸い取った免許番号を表示します。                ↓

〓Ｈ
工
一　
叫

一Ｆ
」
　
一　
‐
‐

一島

一
置

一

，

３

一

　

一

　

コ

Ｅ

一　
一　
十　
一　
　
一

一
に
一
一
　

Ｃ

|

|先程のちょっとおかしな免許番号をいただきました。

1 夕  名 北 率 三 制 な 出 出
工 生  口 /E l  言 丁  ■ r '  3代  ! l‐  げ 試  口 し

自局の免許番号を作りだしてしまいます。

運E=⊃十臣翌亜璽亜瓦=→正五:=:::i:1+官丁M弓十【2M 十ヽこ王亜〕+〔亜 =や [五|:IEEttEil
=→こ五=:::三!:ilキ唾王王〕十〔重L~'十C7頂〕十〔彊王D工 ・ [五=互石垣i31+

= ‐
[ 五 = ! : : : i : : | 十 ∈宣亘D 十 〔C  A L E D 十 ( H O L D 〕 十 ( M う 卓 → [ 五 = 亘 蔦 直正 : i

これで、免許番号は、123456789ABCと なりました。キー入力の際のアルファベット入力は、群番号の場合
と同じです 。お互いに バ イキン ,マン 同 士ですと、電話番号なども1回のATIS信 号で)掛Rます。各自、活用方
法などを考えてみてください。

なお、くれぐれも悪用しないでください!!

- 4 -



1 5 . H O L D キ ーで設定 、解 除がで きる機能
信和製の無線機は初代905Gよ り、このHOLDキ ーが重要な機能として今に受け継がれています。

●HOLDの 操作方法 そ の 1 -HOLD+5～ 8及 びその他

僚喪五五利 を押しますとここ三三五互互1の様な表示が表れます。これは群番ではありません。

↑
財療た秀薇?窪習9客整誤ぞ習毒香持

つています。現在のモードです。
この状態から、HOLDl回 目でセット、解除できる機能の操作が行えます。

4について
モ`ードが表示されてしも仕部分が、Hに変わります。
二段設定になっています。
卜を設定しています。

←モードの表示だった左の桁に、Hの文字が表示されます。この時、
二回目のキーを受け付けます。また、 “END"キーで

｀
中止できます。

上記と同様に、1つのキーの中に、4つの機能がセットされる
れるようになっています。側 →[五至

画 十1コ ■[五三す百

●HOLD二 段操作の例

t堅倒

日
皿

団
「1航〕

上記と同様に、

匝 〕十

岡

腐コ→

囲
→

IHI     I

ご

一

Ｈ

一

１
ｌ
Ｌ

〓

一　

　

一

一　

　

一

一　

　

一

一

，

‐

一

一

‐

，

一

一
出

一

一―
‐
！
」

↓

一
‐
‐

　
↓・

ョ

| こ のモードは、無線機能とは離れた設定をします。
|   (ゲ ーム、日覚ましなど)

→ 1 出 |

→ I H I I ヨ | =

や | ‖| ョ  | =

(素早く続けて操作します。)

「斉
~`~‐~~~! _ITハ

T h→ と虻______| =H° LD+5ヽ 9は、セットなし。

HOLD+1の な力寸よ、セットなし,

HOLD+1+1が 、セットされた。

HOLD+1+3が 、セットさイ化た。

HOLD+1+1が 、解除された。

HOLD+1の 中のど才Lかが表示されている場合、そのキーを

押して表示を消しますぐ

→「百藤 塙中尋ボ
‐
|

=HOLD+1の 中がすべて!肖えたところで 、 “END"キ ーで、
HOLDの 状態を抜けます。

匝 → IB辞 番号表示 | =HOLDの 作業から抜けた。

上記のような操作手順により、HOLD2段 セットを行ないます。

●スペシャル機能をすべてOFFと する

もヽキま手rをご喜、手景暮拓横晶密と吾rを官革練を撮梶きれるとよR磐替子すす
理解していただくこととお

m
=5～ 9の どれかが表示さオビている場合、そのキーを押して表示を

!肖します。

→[=聾電=墓養1=岳古3雪茂釜亮ダ晋象おま手子
で地Nプキーを押しますよ

丁段目II●I!Dの機能もOFFに してから使用されると`kいでしょう。

一
宮

一

一
Ｂ

一

一
〔
―

一

一
５

一

一
島

一

一
〔〕
十

一
―
‐
‐
」

↓

t 堅上 里〕十影 □
→

[ 五: て= 夏耳! | = H O L D + 2 の中の場合も同様に行います。

鉄 鋼 管吾と射 ま字i3に
引 てもれ はすと、とりあえず設定解除のできるスペシャル機能に引 てヽは、

~ 9 ~



1 6 B  A  T 1 l I  S 信号 カ ッ ト機 能
PTTを 握った時、離した時、1分に1回送信されるAT

〔理茎□十匝ヨ→[三:i:|二=ヨ セット
IS信 号を止めてしまう機能です。

「HOLDl+t5五
~】
→「 1解 除

17.

セットされていても、リコールの時は送信されますので呼び出しはできます(

群 番 号 の 解 読 機 能

受信したATIS信 号の中の群番号を表示させます。

優茎亜亜五)十匝百〕‐[玉|二|:|二i:!|セット 建 茎憂玉ヨ十t6L〕吟[三二!モ11:こI!i解除

翠魯暫
融解枢ず震嬬難冴謬認評攣練練撃冒]?ブ=麟撮;撤キ錨釜纂管ぞ

フ
°
ラ イ オ リ テ ィ 機 能 (留守番機能)

CHメ モリー0にセットしたCHに 誰かが出てきた時に、 “C一 MEM"の ランプを点滅させると同時に、 “ピー"

と動作音を出して使用中であることを知らせます。
約1分に1回 、瞬間的にそのCHを 受信して判断しています。リセット、通話受信中、モニター中に動作します。
(送信、サーチ中は行いません。)

セッlヽ 匝 ヨ十〔コ →1 ●

《ワンポイント》
もっと便利に使う方法

1.予 めCHメ モリー0には、自分のワッチしたいCHを メモしておきます。プライオリティは解除のま
まにします。ワッチCHを 例として80CHに しましょう。

2.50CHの 良く知つているローカルさんに呼ばれまし′た。面白そうなので、プレークインしました。
この時、初めてプライオリティをセットします。
しばらくダベっていると、 “C― MEM"の ランプが点滅しました。誰か80CHに 出てきています。
「誰か呼んでるから、ショートン!」としゃべって、おもむろに本体の

“
ENDⅢ キーを2回押し

ます。
と?あ～ら不思議、80CHて モニター状態になりました。でも全然知らない人みたいです。
「ちェ !しらFa やヽつか」と、また、おもむろに

“
END"キ ーを2回押tンます。

おやおや?ちゃんと元の50CHに 戻ってきました。
という具合に活用します。どこかのCHに 移つてからセットするところがミツです 。

注意点 “END"キ ーでモニター移動するため、HOLD+8と 一緒にセットできません。“
C一 MEM"の ランプ点滅機能だけを見る場合は可能です。(HOLD+8を 優先する場合

がある。)

1 9 . 解読 群 番 一 発 モ ニ ター 機 能

リセット中に解読された群番のCHに 、即モニターできる機能です。解読表示中に本体の
“
巳ND"キ ーを押してくだ

さい。解読された群番号が呼び出ししたCHを モニターできます。

匝 丁)十匡D→[=こ:二重|二i二:|セット 四 十〔 ●     1解 除

18.

十解除

３

４

　

５

６

７

ｒ

ｉ
‐

　

一

↓一『〕
雨 扇
実際の操作法

1.HOLD+6を セットします。(群番が見えなければ話しになりません。当然群番解読セットです 。
2.HOLD+8を セットしたら、リセット待機します。
3.混 雑している地域では、めまぐるしい程、群番が変わつてゆくでしょう。
4.キ ャッチしたい群番が 「出たッlJそ の瞬間に、本体の

“
END"キ ーを押します。

5ゃ捕まえた群番がリコール/力判降び出しをしたCHに 、モニター状態で飛び込んでいるはずです 。
6.“ PTT"を 押せば、キャッチしたその群番号で通話が開始できます。

注意点 プ ライオリティ(HOLD+7)と は、なるべく同時にセットしないでください。

- 6 -



2 0 , 制御 信 号 妨 害 機 能

制御CHの ATIS信 号に妨害を与える機能です 。信号に合わせて混信を与えますのでリコールが打てなくなりはしま
せん。リセットの時だけ動作します。

t迎 十□ →[:=二=:ョセット l H O L D 〕 キ
優 弱

→
[ = ~ ‐

~ ‐~ ‐

1 解 除

《ワ ン ポ イ ン ト 》

制御信号妨害機能の注意点

ら1艶吾縛難雛髄灘昭雪昏景督醒号を最課謙掌:驚畠戦斬
の劣化も競しくなります。いずれにせよ、長時間の妨害はやめましょう。

2 1 . ス キ ャ ン ス ピ ー ド切 替 機 能
モニターサーチのスピードを変えます。セットで約80CH/8秒 、解除て約80CH/3秒 です 。

画
十

四
十 優璽D→ [=EIri1111船 側 (募覇tしない)力塙速です 11御 ヤ遠 下さい。

2 2 . 連続 モ ー ド 切 替 機 能

号走賓▼だ暮考?塀ニユ署猪よ査字Tの
最初になると、モードを一一つ進めます。これにより、すべ,てのモードがつなが

〔H O L D 〕 十 ( 1 璽D 十 晦 M ) →

2 3 . メモ リ ー ス キ ャ ン 機 能

Ｈ
一

一
‐
‐
‐
上

CHの 順番のスキャンではなく、CHメ モリーのスキャンを行います。 ノ イヽキン・
がありますが、CHメ モリーについては、3ページを参照下さい。

蓋鸞こぞ拭督篭とヽ晨推浪粉う揉念ぁ費手丁
ドごとの各CHをサーチしてゆきます。

優垂至玉茎:〕十回 十四 ■[五!Ei二:こ=:こ1

空 き C H サ ー チ 機 能

スキャンを空いているCHて 止めるようにします。あくまで機械の空きCHレ ベルにより判断しますので、遠くア★用
している場合、また、ブレークタイムの時などで使用中のCHで 止まることもあります。

∈可て両「5 D 十⊂王臣D 十∈至五D →1

2 5 , 全モ ー ド 待 受 機 能

すべてのモードの制御CHをリセット中にスキャンし
亀ど免纂角需艦紫員こま事唇

に8?のCHを帥ている訳3まな
基ぞ=卜の 者乱密亀番縦 態餘昏ョ弓レを鯛してください。
匝正弱十四 十四 ず= 至= 王i I ! 卜と三亜妻毒: Ⅲ…[ 三襲= 覇】

2 6 , ス ペ シ ャ ル サ ー チ 機 能

塵筵鬱g題縫アを早をぅ昌3館を調鐸響宮母ド撤↓ゴ次のC鞘こィーチを欄す戦
次項の自動リザーブと組み合わせると留守番サーチもできます。

画 十四 十四 →[五三二=:三|

マン に は10個 のCHメ モリー

解除の場合は、各CHメ モリーが

2 4

HI Ч I

-7-



2 7 , 自動 リ ザ ー プ 機 能

本機には、群番メモリ■、CHメ モリーの他に、リザーブメモリーを持っています。

動的にごあ済整丁二控議謡所拘縁塔費ニテを嘉穐督讐著距管悪晶ネ野
ペアでメッTしております。ここqよ、自

以下の (一致群 ・全群)機能と組み合わせて使用します。

帯尊姪推密t鑑叢認fを::,il:昂甘書途盟&ど書濫桝守脅友郷ま
｀
寵執

28モ蟹暴発F輩るじ至=す議瞥
引`ての詳細を記し0 まヽすので、そちらを参照ください。

上記の自動リザーブと組み合わせて使用します。セットすると、リセット中、、スペシャルサーチ中に受信し′たすべての

隷こ子晶掻曾見響&玄堪春窓f啓督紫吊整号書言ぇてぃる群番号と一致したtヨ号だけを記憶してゆきます。
ゴ憲事琴琴字土唇奪吃)桑(記ぉ)整守千荏議こ嘉と、群番解読歓 と々変わつてゆく群番号ムヤ"のキー
でリザープを後戻りさせて、そのCHに 移動することができます。

2 9 . P T T 自 動 リ ヨ ー ル 機 能
PTTを 離した時に、自動的にリコールを送信する機能です。
次に示すリコールタイマー制限と関係がありますので

1、
以下の項目と組み合わせて使用してください.

旺亘至速王豆D十 (3M)十(型 )→二五互:E::::::li

以下あ設定をじ曾繰呂下どあ>昇写Iた鋸温猿!↑努志栓告卒料誓轟[増絵i新筈ニルきせ管ぉ‐。
こ里重型二⊇D十〔石亜D十(2M)‐二五重:E百1二|:1

3 0 。タ イ マ ー リ コ ー ル 機 能

通話中 (レディ)、 自動的に、1分または3分間ごとにリコールを打つ機青静告す 。

但坐」 十四 十C亜〕■瓦王五工|
このセットだけの場合ですと、3分間ごとにリコールになります。以下の設定をしますと、1分間ごとのリ
ります。

優亘至速王至D 十に三璽D  t t  C 室璽D

3 1 . 多群 番 一 括 リ コ ー ル 機 能

待ち受↓指 定をしている群番号を、すべてリコールする機能です。待ち受け設定は、7項 に記し″てありますのでそちら
を参照ください。呼び出すCHは 、リコールを打つたCHに なつます。

t 士空ユニ主ど) 十⊂三璽D 十四 → u ■  叫

コールにな

一
ヨ

一

一
ヨ

一

一　

一

一
ヨ

一

一　
Ｈ

一

Ｆ
，
―
一

キ (要はいっぱい打ちたい場合
“
口
"を

セット)

| 《 ワ ン ポ イ ン ト 》

流れる群番
1,メ モリー0か らメモリー9までに1桁づつずらした群番号をメモリーさせます。
2.待 ち受けを0か ら9まで全てセットします。
3,リ コールを打ちますと、まるで群番号が流れていくように見えます。

一 キ ー

|

― 一 |

◎その他の特殊機能 (ノーマルの取り扱い説明書にもありますので参照してください。)

3 2 . 目覚 ま し 時 計 機 能

ノーマルにもある目覚まし時計の機能で
'す

。操1乍方法も同じです 。

僅王豆正三D十□ ■E=こ三五:11+匝 =   → [EEl=:i=||
=→ 十 「丁 ¬十 匝 ヨ 十 宿 司 十 匝 工 |十 何

キ
|  → 「屯 L=硫

~1

上記の例で
｀
は、8時 間後に、ピービーという音を発して、時間になったことを知らせます。無線機の機能に戻るには

マイクの
“
END"キ ーを押し′ます。

- 8 -



3 3 Ⅲス ト ッ プ ウ ォ ッ チ 機 能

ノーマルにある機能と同一です。

〔HOLD〕十∈王玉D→[EEEEEll十任室璽D    ■ [嘔至重重王ヨ
マイクの

“
PTT"で スタート、ストップ、 “REMOTE"で ラップ、クリアです 。無線機の機能に戻るには、マイ

ク、または本体の
“
END"キ ーを押します。

3 4 . フィ ー バ ー ゲ ー ム 機 能
ノーマルにある機能と同一です。

(HOLD〕十優A〕■[=:三五三二!|十匝画     ・ →i=車車登=iil

轟t蜜響。

“
P T T "で スタート、ストップします。無線機の機能に戻る日よ、マイク、また琳 体の

“
E N Dい キーを

3 5 . 拡声 器 ( P A ) 機 能

外部に拡声器用スピーカーをつけた場合、拡声器機能カヤ子えます。

画 十□ や[三正三五王ヨ十□     Ⅲ 正三五==ヨ

晶じ蛋手Tし
てマイクに向かつて話して下さいぐ無線機の機能に戻る口 よ、マイク、または本体の

“
END"キ ーを

0そ の他のHOLD機 能

3 6 . タイ マ ー カ ッ ト 機 能

元々、タイマーを動作させようがさせまいが、 バ イキン ,マン に は通話の時間制限はありません。
この機台観ま、単にタイマーを止めるだけではなく、使用状況に応じて機能がさまざまに変化します。

優茎玉墓∋十廼亘D■ [:i三=三!:i二il タイマーカットON(再度でOFF) |。  と一o日|
同時に、パネルの

“
T一 LIM"ラ ンプが点燈、ヤ肖燈します。

A,呼 び出し、及び着信の時
タイマーカットがセットされている場合は、補足 (呼び出しや着信で表示が点滅している時)の後、自動的にレ
デイモードになります。
タイマー動作セットの場合には、30秒 間補足状態のあとリセットします。またはこの間に

“
HOLッ D"、“

REMOTE"、  “ PTT"な どで 、レデ ィモー ドに固定す ることもて きます 。

B.固 定モニターの時 (固定モニターとは、CH指 定や、リセットより1回目のモニターキーでなる状態)
タイマーカットがセットされている場合には、リセットしない限りそのCHに います。
タイマー動作セットの場合には、なにも受信じなくなつてから15分 間たつと、自動的にリセットします。

C,モ ニタースキャンの時
タイマーカットがセットされている場合には、入感のあったCHで 国鹿モニターになります。
タイマー動作の場合には、入感のあったCHを 15分 間傍受し、続けて次のCHに スキャンを続行します。
ただし、スペシャルサーチとは違い、ATIS信 号を受信してもすぐにCHが 変わることはありません。
(スペシャルサーチがセットされていれば、ATIS信 号の判断を行います。)
この場合 も 、 “H O L D "、  “R E M O T E "、

“
P T T "に よ つ、C Hを 固定することができます s

D〔 モニターから、科番‐致の場合には、5分間の補足状態があります。
タイマーカットがセットされている場合には、レディモードに移ります。
タイマー動作の状態で、なお力VつスペシャルサーチがONの 時には、5分間の補足状態のあと、スキャン状態
に戻ります。
タイマー動作の状馨の時は、ら分間の補足状態から回艇モニターに移ります。なお、固定モニターでは、無信
号状態のとき、15分 間でリセットしますので、なにかの間違いにより呼び出された時でも、トータル20分 間
でリセットに戻ることになります。

こ.リセットから、 HPTT"や
“
CALLⅢ  十  “なにかのキーⅢ

で通話CHに 移る時。
タイマーカットカせセットさオ化ている場合には、特に変化はありません。
タイマー動作の状態では、1回目の発呼信号は送信しません。と力とし、2回 目にPTTを 押す時にだけ、PTT
による自動リコールを行います。この機能により、たまたま開いたCHが 使用中であつても、そのままリセット
づ
｀
れば、不要な呼び出しを減らすことができます。

- 9 -



3 7 . 全群 番 号 の 待 受 機 能

団 十匝 )・匝 |.∵…・[五EE三=王|[五五五五EEl[
A.呼 び出し、と'コールを行っているすべての信号に対して受付を行います(,

|。開とと  | モ ニターや通話が終わってリセット状態になった時にも表示されます。

B.待 ち受けに入つている群番、免番以外のすべての信号に対して受付を行います。

一　

　

一

一　

　

一

一
口

一

一
口
ｕ
一

一
Ｆ

一

一　
０
一

|。日―RLL

C,通 常の待ち受けです 。

(着信拒否)同 じく、り・セット状態になった時、表示されます。

解除の状態で
｀
すので、リセットになった時は、群番表示になります。10 Fum

3 8 . セ ミー ァ ュー プ レ ックス機 能

送信と受信の周波数を別 に々設定する機能です 。これによリパープナルで本格的なレピーターも可能でt″ょう。

何 面 司 十
匝 I C  E N D ] →

[ 互蔓克ャ:  | ( 再 度でO F F )

チャンネルメモリー0のCHが 受信周波数、メモリー9のCHが 送信周波数になります。

L響 」

1    受
信CH← ――

1中腿 麒 1-―
一一―

域 任 H一 ‐一 ―J

A局 から送られた電波は、中継で周波数が替えられ、B局に届きます。B局からA局へtも同じ動作になり
ます。中継機は、送信と受信の周波数がずれているため、自分の電波は受信L″ませんので送受が同時にお
こなえます。中継機をロケの良い場所に設置すれば、非常に遠距離との交信も安定して行えるようになり
ます。

9 、動 作 音 の 変 更 横 離

キーの受付動作昔の大きさを変えます。HOLDに 続いて、0のキーを数回押すことにより、大、小 、消しの状が技五
に現れます。

匝 亘 〕十団 十I E ……
ヒ |

|

,

―

―

|  。 lo

訓 卜静 ! ヽ

4 0 , 群番 、 C H ロ ッ ク 機 能

メモリー1に記憶させている群番号、モード、CHで ロックをかけます。ただし、送信に移る場拾=に動作します。
それ勝 M)操作では通常どうり行えます。

笹 豊 堅 づ 十 匝 )今 日 (鍵)の ランフ
°
力寸メ縦 します。

通常の動作とは、モニター、リセットなどの無線機の状態から、メモリーの切り替え、CHメ モリーに関すること、そ
の他もろもろの操作も受け付けます。
ところが、送信状態になつたとたん、すでに変わっているはずの以前の内容に群番、C卜ととも変更されます。これは、ヤ
H O L2D" 十  “C"の 操作を行つた瞬間に、その内容を別の状態で内部に取り込んでいるからです 。一端取り込ま

れたデータは 、再度
“
卜IOLD" 十  “C"で

｀
ロックを解除するか、死んだより状態になるまで安更されません。

1 1‐ , 01

|

璽

《ワ ン ″ポ イ ン ト 》

こんな使い方
2局で交信する場合 、お互い同士のCHメ モリー9と 0を入れ替えておけは、モニターされても
しじ力4FHlカギ■なくなります。3局以上は不可能ですが・……・

レピーターシステムとは
レピーターとは中継方式の通話を行うものです 。送信、受信の周波数が違えば、以下のことができます。

|  )縮
CH   ~→ [巽

「ギ 建 |                    |

「中 継 受 信 機 |←
―一 一十 一 ―

送 信 CH―
一― 一一 ―

コ

爾

-10-



◎ そ の 他 の 特 殊 機 能

4 1 . 切断 信 号

追巻艦告]ど8昏晏暑禄景母暑暑1号「シ魯岳1言言S拡層晋暫握層と瞥芋P廟
こ暗証コードのかヽ権のことです。

較 信する事が出来ません)

□ 十睡茎亜正頚司→[i王車三i!|キ//(TX)のランフ・さ総 し、Sメーターカ報れっぱなしになる。

議ケ囀「暑吉罫サポ民縄岳啓]子;を
師湖…舟させ櫛を送出す掬調よ

4 2 " 送信 、 受 信 レベ ル 切 り替 え

5W<― >o,2W受 信感度低減を切り替えます。

ラ甥    信 丁遍稽啓筋材婆斜払蜜挙。
TれLが交互に点燈、消燈します。

′ヤーマルの説明書参照)
また、通話モードに入れば、マイクの

“
SHIFT"キ ーを押すだけで切り替えられます。

43uマ イ ク キ ー の 機 能 (マ イクのキーの機肯観よ、状況に応じて機能が変わります。)

_ _ 上 _ _ 旦 理 工 L _ _

リセット1表示群番号の切り替え 1通話ゾーンの切り替え

そのCHに 固定 |そのCHに 固定
-lCH~ダ ウン

~~

|+1モ ード ア ップじつばなじで ナチ)_

両回より、lCHアッ7° して モ
( 押しっ堅埜しで ナチ) 基坦
リセット 米P
|(押しJ望こしでナチ)基上__」

_車土皿至選狙基遡堕藍選上対
|リセット

米 2

リコール 1墓槽面力、受信感度の切り替え|ツ亀/下i王百五五五正三頁百丁百]
つ :」出幽匙連鰹塗 して切断信号送出)|

リコータレ

(押しっ

-1モ ード ダ ウン     |
一 一 ― ― ―            |

米 1 リセットから、マイクの
“
END"キ ーを押しますと+lCHモ ニターになりますが、この時に

キーを離さずに1秒以上押さえ続けていると、サーチに移ります。
※2 “END"キ ーで切断信号を送信した場合、 “ピリリ・ピリリ

"と
いう動作音で知らせます。

4 4 , 切断 信 号 を 受 信 した 場 合

本機はスペシャルですから、当然受信してもリセット
盤 縦 手亨

ん。しかし、通話している仲間が全てスペシャル機
とは限りませんから、リセットしてしまう可宙旨性があそ
そこで、切断信号を受信した場合、次のような表示で知らせます。

こ所菱薬課率柔審ら甲寧好↓ど▼当とんど昇摯督轟禄業己ぞぁ卜2警管振馨香香ξ寄ります。

4 5 . 特 殊 オ プ シ ョン群 番 号 機 能

新モードの機種閣よ、新たにA,B,H,L,P,E密
:手衰著霊埠あ々智な雰菅予ガ)訳,や肝導F督そ秀皆重官各窪な見警試冒響デ

~ドの信号が出ている訳てtはなく

帥
一　
帥

FF00o  →
F00oo  →

F0003 →
F00o5  →

F0006  →
F0009  →

そこで 、 バ イキン ・マン

巳一C O D E

P一 C O D E

H一 C O D E

L― C O D E

A― C O D E

―十一
¬

このような構成になっています。規則性とは、先頭が“
F"で あること、E― CODEを 除いて、中が

“
0

00"で あることのようですが、まだ空きがあります。

B― CODE― ―j

では、勝手に空きのコー ドにコードネームをつけてしまいました 。

|パワー表示          |
― ― ― ― ― ― ――― ― ―

十      一
―十 一―

]+1モ ード ア ッフ
°
     |‐

- 1 1 -



‐  N― COD E… ……………

Ⅲ  Y一 COD E… ………,,…

■  r一 COD E… ……………

Ⅲ  T一 COD E… ……………

Ⅲ  G― COD E… ……………

Ⅲ  U一 COD E l .… …………

→   ― COD E・ ・・・…………

Ⅲ  C― COD E… ……………

→  d一 COD E… ……………

→  F― COD E… t t…………

キ  O― COD E… ……………

皇崇ら 、塔)争
らかじめメモリーにある訳gまなく、そのコードに該当す翻 耕 獅 ち込むと_蛭 己のように

饒鞠菫罷鎗      霊暴斎謙覇双禄黒曲罰隷
また、他の機種では当然表示されませんので、あまり意地をはらないように………

○ 数 字 キ ー に つ い て

数字キーは、ノーマルの場合、待ち受けの設定、解除をダイレクトに入力するために使用されましたが、バイキンマン

数字キ=|さ霧念去&甲管盈
受
搭盆む皆ふ込言空

足
た醒低響召旨与子

つています。

伍 弱 からに 電 のキーには、C H 及びモードを動かす機能力`あります。

ほ至ヨから係;Dのキーには、リザープに関する機能があります。

隅
誘 雨 テ

十 __キ

  督

理 ―

J巧 嘉 轟 万

一 ― ―

¬

１

２

４

７

８

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

t l  M 〕
つぱなしでサーチ

何

-lCHダ ウン  | +1モ ードアップ  | + l C H ア ップ

ご丁而弓

___逆 些_翌空里賢生」”愉

―
」

1 現 在のCHよ り 現在のモードより
-1モ ードダウン

r輛

現在のCHよ り
ハーフCHア ップ

16 L I
【____ノ

押しっばなしでサーチ

リザーブを
ひとつ送る

□

ハ‐一フCHダ ウン

「 〕
押しっばなしてサーチ

リザーブを
ひとつ戻す

リザーブを
呼び出す

□

リザーブに
記憶させる

ヽ

) t至上_ _〕 〔些」

バイキン・マン では、アップサーチ、ダウンサーチの他に、ハーフでのサーチも可能になっています。

本体の (4A)ま たは 〔6L〕 のキーを1秒以上押しっぱなしにじてみてください。

孝あ厳訴ム絵配品暮器厳↑階?九″警牢留ボ嬉諌口鎌点PA幣韻挙ヤ
のサーチもできます。

1 2 -



《ワ ン ポ ーイ 主/卜 》

こんな使い方
CHカ ウヽ―フづつ移動できることを利用して、他の無線機が周波数がずれていた場合、基準となる周波数
より、高いのか、低いのか簡単なチェックができます。
ただし、 バ イキン,マン の周波数をきちんと合わせておく必要があります。

「
―
―
―
―
―
―

ヨ

◎ C  H に つ い て

キー操作によるCH設 定の場合は、00CH～ 159CHま で可能です 。

蟹 :難 ]骨 :岳 ;態 播 智
へ 魯摯

↑
抑 ゴ分かり

号

す状 軸 よ今まで新モ拘 翻

上記と同じく、ダウンモードの80CHと 、ノーマルの制御CHの 間は、2 5KIIzの スペースがあります。
(モニタースキャンの場合は、制御CHの 01CHは 受信しません。)
ただし、制御CH(01CH)の 送信はできません。また、モード5,6,7は 、極度に周波数が離れているため、無
線機本韓玄湘蹴撤」ギx送 信で紳 溺搾力あ ります

をき&遷 爆ようr摯 主室序嬬 櫨 鱗 育習事子
。

このため、この周波数帯での送信は極力行わないでく女

◎モ ー ド の 切 替 機 能

モードの切り替劇よ囲 ま想主
操作は、リセット中、モニター、レディ

◎チ ャ ン ネ ル の 切 替 機 能

CHの 切り替えもモードと同様、 1lMI
( _    プ

15王 〕
のキーを使用して瞬時に切り替えらオ化ます。

、送信中、いずれからでも可能です。

一‐／・単」
屈
〕

爾
〕

《 ワ ン ポ イ ン ト 》

最近の9 0 0 M H z 帯 の様子
パーソナル無線も、もう7年の歴史がありますが、最近になって特にOFFバ ンドに対する取り締まりが
強化されてきているようです 。驚くことは、この バ イキン=マン のバンドの状態で、6,7モ ードあ

替動の どむ雫法島義桑示と覇青当てがぁるはずですので、このあたりの周波数まで使用してい

ノーマルモード
ダウンモード
Wダ ウンモード ー ーーーーーーーー

トリフリレダウンモード ー ーーーーー

フォースフ
°
ライベートモード ー ー

フアイブフ
°
ライベートモード ー

シックスフ
°
ライベートモード ー ー

どん底モード ー ーーー十一――__

9 0 3～ 905MH z

9 0 1～ 9 0 3 W I H  z

8 9 9～ 901MH z
8 9 7ヽ 899MH z

8 9 5ヽ ″897MHz
8 9 3～ 895MH z
8 9 1～ 893MH z
8 8 9～ 891MH z

十のキーで瞬時に切り替えられます。

主主
一  ノ ーマル

1現在割当なじ

可自動車電話がぼちぼち使用中

モード 0 -一
1 -一

―

2 -一
一

3 -― 一

4 -

5 -―

6 -―

7 -― ―



一

7年間の間に、各社から色 な々機種が発売されましたが、最近の無線機の傾向としては、「以前に比べて、
耐久性、余裕度が無くなった」ことが目につきます。
メーカーも「この程度ならまあまあ使える」というノウハウが蓄積されて、定価設定も下げたいため日固
の々パーツなども、性能に影響のない部分から徐 に々安価なものに切り替えられてきています。
(ここがいう

“
安価

"と
は、メーカーにとつて

“
安価

"で
あって、大量発注すれば非常に値が下がるバー

ツの変更が多いようです。逆にいうと
“
オーダーメード

"で'す
から、一般的には入手が困難になる場合

があり、VCOユ ニット、パワーモジュールなど保守の面からすると、後 高々くつく場合が多い様です)
おかげで、送信できるバンドは狭くなり、耐熱性の低いパワーモジュールになってしまいました。
このことを十分理解して運用して下さい。
4モードからパワーが出なかつたり、すぐにモジュールが壊れるのは私のせいじゃありません。メーカー

が悪いんです。

◎ リ ザ ー プ メ モ リ ー 機 能

〇リザーブメモリーとは、姫の裏メモリー守。欄、モード、チャカ此メモリーして□`□・□
のボタンの操作て瞬時にCHを 移動する事が出来る機能です。

A,普 通のメモリー (“REMOTE"キ ーで切り替える)とは、全く房1のものです 。
B。 このメモリーに入つている群番では、待ち受けは出来ません。
C.‐群番、CH、 モードがワンセットになつています。群番だけ、CHだ ↓又Fどの変更はできません。
D.ワ ンタッチで、記憶させられます。
E.ワ ンタッチで、記憶させた状態に飛び移ります。(周波数、群番がいっぺんで切り変わる。)
F,リ ザープできる数は、84固までです 。9個 目を入れますと最初の1個力村肖されてしまいます。

あらかじめセットしておき、CHか らCHへ 、瞬時のQSY(CH移 動)に 、また多数のグメレーフ
°
との

掛け持ちQSOも 、らくらく、OKで す。

リザープメモリーの使い方としては、以下の4通 りがあります。

A.リ セット待機中、呼ばれた群番、CH、 モードを記憶して、リセット状態を続ける。
B.リ セット待機中、群番解読で、次 表々示される群番をためておき、希望の群番号のところまで後戻りさせる。
C.モ ニターサーチを行い、待ち受けと同じ群番を見つけたら、その群番、CH、 モードを記憶してスペシャ′レメナーチ

を続ける。
D.自 分であらかじめリザーブメモリーに言己憶しておき、そのCH間 を自由に行き来する。

以下に、それぞれの機能の組み合わせ方法を例とじて記します。
なお、スペシャル機能にtま、すべてOFFの 状態か',セットするものとし,ます。
また、群番号のメモリー及び、待ち受けの設定はされているものとします。

0 1

F蔓〕十回・:::

リセット中の留守番機能

まず、タイマーは動作させます。 と-0日 |(EUと の表示の場合は再皮行う。)

自動リザープ機能をONに します。1而 |
_ヽ_______′

十「夢覇n
(    ノ

十「3面n→
【___/

‖置 3 1

以上をセットしてリセット待機すれば、自動的に呼び出しを受け30秒 御に、その群番 、CH、 モードを
記憶し、リセット状態に戻ります。

優:∃
のキーを押すこ湖こよ吹 梅 ていた群番号が表示親化ます。

希望する群番号の表示さオR″た時に、 +8Flの キーを押しますと、そのC11に移ります。
一ヽ 」

- 1 4 -



①2リ セット中の群番戻し機能

自動リザーブ闘 控 ①旺 します。
 優

OLヨ 十
[■

十
tコ

■
夏 =夏 ヨ

全群番号をリザープ機能をOM■ 執
匝

LDI十
摩墓ヨ

十
優肇ヨ

■
臣 =::ヨ

群番号解読機能をO M■ 執
 他

O L D〕 十
日  導 = =ヨ

噂嬢□
ットしてリセット待機すれば、次 表々示されてくる群番号を後戻りさせて、そのCHに 行くこと
す。ただし、9個以上前の1言号は戻りません。

のキーを押すことにより、たまっていた辞番号が表示されます。

03ス ペシャルサーチリザーブ機能

スペシャルサーチ機能をONに します。 (HOL5‐ 〕十 密 四 十 (2E■ [Iユ 111三::!|

自動リザープ機能をONに します。  匝 OL司 十優 □ 十〔3甥 ■
[瓦直:二i二:=il

群番号解読機能をONに します。  趣 OL弱 十 睡 弱    中 [三三|二!iti!il
以上をセットして、モニターサーチなか|ガしば、待ち受け群番号と同じ器番のC II、モードを記憶して行きます。
なお、リセットをかけるまで行いますので、出かけている間に、仲間のいるCHを 調べておけます。
ただし、9個以上前の信号は戻りません。

低在∋ のキーを押すことにより、たまっていた群番号が表示されます。

希望する群番号の表示された時に、 優 司 のキーを押しますと、そのC H に移ります。

◎ リ ザ ー プ の し く み

リザープメモリーには、0～7までのナンバーがついています。

希望する群番号の表示された時に、 建 弱 のキーを押しますと、そのC H に移ります。

∈憂∋のキ::i号暑堅:岳ふ群魯士,1lI11二王]王= tコ

ほ 至 ∋
の キ

ー
で 、 出 入 で き る リ ザ

ー
プ を

一
つ 戻 し ま す 。  4    伍

亜 }十

一 ―

ギ
万 研

)一

―― 一

四

一 ヽ                                                                      |                                 |

□ のキーで、出入できるリザーブ`を一つ進めます。     優 工申

リザーブ関係の操作を行つた場合、 十 E三  =ヨ  |と 表示がされます。

これtょ、現在中央に表示されたナンバーのリザーブに入出力可能という意味てす。
そして、そのリサ

r―
プに記憶されている科番号の表示をします。

メモリーのナンバーを示す所が、 “「"の文字になります。(例12345)→[=:二重=1ご1
3秒後に、通常の料番号の表示に戻ります。(例 MO-00000)    →  180□ 8□ 81

☆ リ ザープの時動メモリー、リザーブにメモリーしたい、群番、CH、 モードに移動 します。

□ と□のボタンでメモリーし恐サ本を呼び出します的かWま0

睡ヨを押すと、そのNoに記憶されます。
注意 :自動リザープを作動させるとメモリとノたリザープは消えます。

|
|

岬

-15-



◎ リ ザ ー プ を 呼 び 出 す

普通の状態で、こ7H〕 と (9瑚 のキーを押すと、こに三 8=コ 十のような1表示が出て科番号力粗 ます。

ただし、上の中央の数字は、現在のリザーブ
)の

ナンバーを表していますので、0～ 7までのどれかです 。

旺 ヨ と睡垂動 のキーで
｀
、呼び出したいリザーブNo。 または、群番号が表示された時に、匝 弱 のキーを

押します。
すると、リザーブさオLていたCHに 移ります。また、PTTを 押すと、自動的にリザーガされていた群番号になって
います。
通話が終わってリセットしますと、と'ザープを呼び出す前の群番号にもどります。
リザーブを呼び出しても、0～ 9のメモリーは壊されることはありません。

メ   モ

- 1 6 -



切

り

取

て

お

便

t ヽ

千

さ

やヽ

O  H O L D の 積 能
一

覧 象

t H O L」 )十 〔1 )十 C D  = O lヾ ・ スキヤンスピード低速

「百こ瓦コ丁)十〔正)十②  =ON■ 全モードスキャン
唾X憂 亜∋ キ 電Dキ 電∋ ‐ oN→ メモリーメキヤ:ノ

〔HOLD)十 ① 十 ∈D =ON→ 宝きCHス キャン

IHOLD)十 〔重)十 (D =OiN→ 食モード待ち受け

(HOLヨ 〕 十【宣)キ 〔理 )=ON■ スヘシャルサ‐―チ

〔HOLD)十 tB十 嘔∋  =ON→ リヴーブ機能ON

亜 )キ G・ )+①  =ON■ 主群苦号リリとラ

蝉 )十 口 十こD=ON→ PTTリ コーブレ1分

〔百三西三瓦Dキ壇重P十〔謝18N車砿沼!呂
つ比`カ

'HOLD夕 十【重り ■(重ジ =(〕 N→ タイマーッコー)レ

(面OLD)十 ∈∋ +CD =olNdや 多練番リコール

〔コ区亘E E 】) + ④ 十旺)

( 二重こ速三二五) 十〔⊃ 十①
t 上玉≧と二五) 十こD  i t D
t H O L D )十 〔五)十 C )

( = 堕亜 ) ■口9

【型 豊) 十□
【HOLD)■ 0

( 玉五こ適こE E ) 十①

〔三区三三I 二) + 0

〔H O L D ) 十G ⊃

l H O L D  十 回

=目 覚まし靖計機能

‐ ストップウォッチ

ま フィーバーゲーム

=拡 声器

=OiW■ ATIS信 号カット

ニ ON■ 群番解読

=(:)N■ ノライオリテイあり

=ONや 幣読一尭モニターわ中

車 ON■ 制御信号妨害

‐ ON→ CHロ ック

=ON■ タイマーヵット

iHOLD)十 他
OLゴ 十

回
れ

□

t i [ i : :こ〕十日 十日
t i F i l l E〕十匝ヨ+【画

〔f iこ1 1 :〕十回 十匝 |

□
十

回  =全
総 野寺ち剣ナ寸 誰 否 備 増 ナや、描 号及び鮒 様 の ‐ 待壇 ナ締 鞠 ナ

t:三 ::Dtt「
Mlt― 蔀

司
=。 N→ セミデュブレックス OFF■ ヵ プレックス (ノつ の

囮 十〔:1王三〕

L山勘子 り

二群番号コピー

=免 許番号暇い取り

=自 局の免許番モ表示

=ホB手の克許替号表示

○

切

り

取

り

擦

‐ HOLD機 能設定途中からの設定操作キャンセル

… …Ⅲ… … …,‐・…・―ヽ―・― ‐・ヽ 中ヽ・― い ―・―‐―‐―・‐・い。こ・‐・‐,…・― ‐   ィ各事とすブ千 り

M キ
‐ - 0 つ

導 虫 有 名
一 ―一

炉 宜 喜 鶏

口 十① からロ =メ モリーの指定及び8辛び出し

廻D十 口再5LD十 〔Dか り〔9 =チ ヤンネツしメモウーのむき込み

GD十 輛面5下D十 〔巨)から①    =チ ャンネツレメモリーの呼び出し

∪ 十gt t A L  L ) +〔の から〔∋   =メ モリー0からメモリー9の特ち!費け設定、現際

⑩ 十 ∞ 十 ①

国 十 ∞ + ロ

唖9 ■ ( C A t t L ) 1 屯! ⊆≧5 _ l

D ■ ⊂ 巫 亘 D 十 延 至 E D

⑩ 十

口 十E t t E : E 百三亘コ王ヨ1

P一C O D Eの 待ち受け設定、脚繰

H一CO D Eの 待ち受け設定、脚珠

と一CO D Eの 特ち受け設定、解峰

=A― CODEの 待ち受け設定、獅牟

‐ 3a持!りせット

=送 1言、欝言レ′くル切り替え

キ ーーの  ( D  I X拍 車 方 法

リセットの場合は、前回使用のCH モ ニターの場合は、スキヤン

短亘)十 【CALL)十 厨 iC REMOTE] =B― CODEの イ寺ち受け設定 、殿除

頓D■ (CALL〕 キ ロ五重 王王王亘]    =E― (30DEの 待ち貴け設定 、耀捺

輌 )十 面工題正三恵五通置重I己 +1210Bのキー入力  =免 許番号の書き検え

切

り

取

つ

て

お

使

い

下

さ

い
↓

〇

= キ ー入力のCH′、固定

・―・…・い・―ヽ‐', 市, ,ヽ―、中●‐●‐●‐ ‐・ヽち…ウ‐・‐,…,‐・―・‐・―・‐・いヽ‐,・   I LJヨらFF り
MON

【倒

▲  〇 +(lD+⊂ Dから(9)の数字キー2朽+m

[例]110チ ャンネルの場合

〔重)十 (互〕十Cr)+【王D・ 伍覆五D  = iloGHヽ 固定(モニ,ヤ)
O  C A L L  キ ー の ほ 離

リセット状態では、色勤呼び出し そ の地の状練 は、GH表 示

GD■ 電Dか ら唾∋ 十唖玉憂D  = メ モリーCHの 時び出し

A  ⊂ )十 (工うから(a)の 故字キー2打 (311)十 (MCうN) こ  キ ーみ、ヵのCHへ 闘だ

[例]20チ ャンネルの場合

に∋ キ〔直)・ 在D十 笹望O亘 ) = 2oCHへ 固定 (モニター)


